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栃木市自治会連合会組織図
栃木市自治会連合会

16 地区　392 自治会（43,800 世帯）
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栃木第 1 地区自治会連合会

栃木第５地区自治会連合会

栃木第４地区自治会連合会

栃木第３地区自治会連合会

栃木第２地区自治会連合会

　         　　　   抗体検査・予防接種費用への
　　　　　　　　　　　　　　一部助成をスタート『

風しん予防緊急対策』

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511
 健康福祉課 ☎ 45 ‐ 1788
 健康福祉課 ☎ 62 ‐ 0904

 健康福祉課 ☎ 29 ‐ 1103
 健康福祉課 ☎ 92 ‐ 0311

★風しんの流行について
　風しんが首都圏を中心に、大流行しています。妊娠中の女性が風しんに
かかることで、胎児が先天性風しん症候群になってしまったという報告が
あります。
　通勤などで都心を行き来する方の多い栃木市としては、今後の爆発的な
流行を懸念して、市民、そして未来の赤ちゃんを守るため、4 月 26 日よ
り『風しん予防緊急対策事業』を開始しました。
★風しん予防緊急対策事業について

（内容）　　　風しん抗体検査・予防接種費用への一部助成
（対象者）　　市内に住所を有する１９歳以上で、以下に該当する方
　　　　　　①妊娠を予定または希望している 49 歳以下の女性とその夫
　　　　　　②妊娠をしている女性の夫

（実施期間）　4 月 26 日から平成 26 年 3 月 31 日まで
（助成回数・金額）　助成は、抗体検査・予防接種それぞれ生涯１回ずつ
　　　　　　　　風しん抗体検査　　　　　・・・１回につき 2,000 円
　　　　　　　　風しん予防接種　　　　　・・・１回につき 3,000 円
　　　　　　　　麻しん風しん混合予防接種・・・１回につき 5,000 円
※医療機関の窓口では、上記の助成金額を差し引いた金額が自己負担とな
ります。
★抗体検査・予防接種までの流れ

（希望の方は、問合先へ連絡ください！）
　①下記問合先窓口で「申請書」を記入
　②「申請書」の提出で、抗体検査受診票・予防接種予診票を発行
　③市内協力医療機関に予約し、市発行の受診票・予診票を使い検査・接
　　種する
※市発行の受診票・予診票を使わなかった場合や、市内協力医療機関以外
の医療機関で受けた場合は、助成の対象となりません。ご了承ください。
※妊娠中は予防接種を受けることはできません。
●風しんとは…《主な症状》発疹・発赤・リンパ節の腫れ
　　　　　　　  《感染経路》飛沫感染（咳やくしゃみなど）
　　　　　　　  《注意点》妊娠中の女性への感染
　　　　　　　  《潜伏期間》約２～３週間（平均 16 ～ 18 日）
●先天性風しん症候群とは…免疫を持たない女性が、妊娠中（特に妊娠初
期）に風しんにかかることで、胎児が風疹ウイルスに感染し、生まれてく
る赤ちゃんに、難聴や心疾患、精神や身体の発達の遅れ等の障がいが現れ
ること。

　５月 23 日、栃木文化会館
において、栃木市自治会連
合会設立総会が開催されま

した。市内では、現在、392 の単位
自治会が活動しており、市内を 16 の
地区に分けた地区自治会連合会が、地
区内自治会の意見交換や研修事業など
を行っています。
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栃木市自治会連合会を設立

16 地区 392 自治会がスクラム
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